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国際ロータリー会長 Ｋ.Ｒ.“ラビ”ラビンドラン 氏 

国際ロータリーテーマ 

Be a Gift to the World 

世界へのプレゼントになろう 

■会長  山下 正司    ■幹事  上河内 裕司 
事務局 広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F 
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例 会 毎週木曜日 12：30  ホテルグランヴィア広島 

２０１６年２月４日発行 Vol．１４６１

 

 
ロータリーソング 「R-O-T-A-R-Y」 

来客紹介 親睦委員会 

寄付表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 『年男の弁Ｐａｒｔ２』  

  合田 尚義 会員 

 山村 基成 会員 

 上田 修史 会員 

 

 
ﾎﾟー ﾙﾊﾘｽ･ﾌｪﾛｰ 下前会員 / 岡部会員 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ･ﾎﾟー ﾙﾊﾘｽ･ﾌｪﾛｰ 菅 会員 / 山下会長 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ･ﾎﾟー ﾙﾊﾘｽ･ﾌｪﾛｰ（２回目） 土井会員 / 塩本(千)会員 

 

第１回米山功労者  岡部会員 

第２回米山功労者  鈴木会員 / 石田会員 

第４回米山功労者  岩森会員 

第５回米山功労者  中尾会員 

 

皆さんこんにちは。今日の会長時間は私が年頭のあいさつで話をし

ました歴代会長の時間とさせていただきます。 

まず第１回目として、１８年前私が北ＲＣに入会させて頂いた時の岩

森パスト会長にお願い致しました。岩森会長は１９９８-１９９９年度を

務められ、その年の副会長に私の推薦者の福田会員、幹事は森嶋

パスト会長でした。ちなみに副幹事は山坂・庄子両パスト会長と最強

の布陣であったように思います。とても懐かしい話が聞かせて頂け

ると思いますので、皆さんも楽しみにして下さい。 それでは岩森パ

スト会長よろしくお願い致します。 

 

今日は急遽 PM２．５のお話しをさ

せて頂きます。 

PM２．５とは粒径２．５μm（２．５mm

の千分の１）以下の微粒子状物質

のことで、お隣の中国では北京を

中心として国家の深刻な社会問題

となっています。化石燃料である石炭や石油から輩出されるＰＭ２．

５は人の呼吸により肺の奥深くまで入り込み、ガンなどを引き起こす

確率が非常に高くなります。 

話が少し変わりますが PM２．５と同じような有害な微粒子としてタバ

コの煙があります。 

ちなみにみなさんはスモークフリーとスモーキングフリーという言葉の

意味の違いをお分かりでしょうか？ 

スモークフリーとは「煙から解放されている、煙がない」状態のこと 

■本日の例会       ２０１６年２月４日（木）  第２２５７回 

国歌斉唱 

ロータリーソング 「奉仕の理想」 

来客紹介 親睦委員会 

会員誕生月お祝い 

寄付表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 『私の平和論』  

 上野 淳次 会員 

前々回の例会    ２０１６年１月２１日（木）  第２２５５回

寄付認証伝達 

会長時間              会 長    山下 正司 

パスト会長時間         パスト会長    岩森  茂 
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を指し、スモーキングフリーとは「煙を出してよい」状態のことを指

し、まったく逆の意味のことです。 

かつて日本の旅行者がオーストラリアでバスから降りてフリースモ

ークの看板の下で喫煙していたら大変怒られたそうです。 

私は現在タバコフリー社会の実現に向けて広島県禁煙支援ネッ

トワークの世話人をやっており、本ネットワークオリジナルのブル

ーバッジを本日持ってきておりますのでいる方は取りに来てくだ

さい。また喫煙は命を縮めるだけですのでやめましょう。 

また今日のために作成した原稿は、機会があれば卓話時間で披

露したいと思います。以上です。 

 

*次週２８日(木)は夜間例会に変更とし、「３ＲＣ合同例会」を開催

します。 

*広島１４ＲＣ合同懇親ゴルフ大会が、４月２９日(金･祝)に開催さ

れます。多数のご参加をお願いします。 

*例会終了後、臨時理事会を開催します。 

*２月例会予定表（ＢＯＸ配布） 

 

財団プログラム委員会 丸本副委員長 

上河内幹事より香典返しということで、多額の寄付をﾛｰﾀﾘｰ財団

に頂きましたので、ご披露いたします。 

会報ＩＴ委員会 増田会員 

週報作成に伴う原稿提出の協力のお願い。 

 

ゴルフ同好会 久保(豊)会員 

１月成績発表 

優勝  岡田 昌樹 会員 

登山同好会 本田(善)会員 

２月２０-２１日 恐羅漢冬

遊びのご案内 

釣り同好会 吉永会員 

２/５冬季例会のご案内 

 

 

≪自主出宝≫ 

山下(正)会長★・東副会長★ 先週会長時間で皆さんにお願い

いたしました、大地震から未だ復興が思うように進んでいないﾈﾊﾟ

ｰﾙへの使い捨てｶｲﾛを送るﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに多くの会員のご協力をお

願いいたします。 

岡部会員･合田会員･佐々木会員 二井本会員、東雲へ本社移

転おめでとうございます！ますますのご発展お祈りいたします 

土井会員 ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽﾌｪﾛｰの表彰を頂きました。ありがとうござい

ます。 

山本(忠)会員◇ １月１８日、私の大先輩 松本瀧蔵さんが野球

殿堂に入りました。広陵、明大、ｱﾒﾘｶの大学を卒業され、広島か

ら衆議院に出られ、英語が出来る事でｱﾒﾘｶとの政治関係で活躍

されました。甲子園球場も戦後ｱﾒﾘｶが使用の為、日本を遣えま

せんでしたが、活躍され、甲子園球場が日本に「還って来まし

た」。その後、現在の高校野球大会が出来る様になりました。素

晴らしい先輩です。 

中尾会員 山本忠男さん、この度、松本瀧蔵氏が野球殿堂入り

されましたが、その報道の中で、山本さんが広陵野球ｸﾗﾌﾞの会

長として喜びのｺﾒﾝﾄをされていました。山本さんの先輩である松

本市の慶事おめでとうございます。 

合田会員･山村会員・上田会員 本日、｢年男の弁｣を話させて頂

きます。よろしくお願いします。 

藤田会員 妻の誕生日に素敵な花をありがとうございました。大

変喜んでいました。 

岡田(昌)会員 多打喜会１月例会にて優勝させて頂きました。当

日は久保豊年代表幹事の突然の腰痛欠席により、目に見えない

ﾌﾟﾚｯｼｬｰから解放され、良いｽｺｱを出すことが出来ました。久保

豊年さん、腰痛お大事になさってください。 

久保(豊)会員 １月の多打喜会、突然の腰痛のため、前日ｷｬﾝｾ

ﾙという失礼をいたしました。しっかり養生します。 

小河会員◆ 久保雅史さん、奥様、講師の森山先生のお陰で長

男が第一志望の高校に合格できました。大変ありがとうございま

した。ちなみに本人の苦手な英語で７割以上出来たそうです。 

塩本(能)会員 早退します。すみません。 

 

当日計 38,000 円（内、ｗｅｂ23,000 円） 累計 912,400 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 

 
合田 尚義 会員（S４３年生まれ） 

合田です。今年４８歳になりま

す。４０歳を過ぎた頃から年を

追う毎に、自分の実年齢にギャ

ップ、違和感を感じてきており

ますが、今年４８歳の年男となり、

また今年は、当社、合田産業

㈱が昭和３１年に岩国で実質

的な創業をしてから６０年、そし

て昭和５１年に現在の合田産業㈱の会社設立をしてから４０年と

いう節目の年にもあたり、これまでの人生の振り返りと今後の生き

方について、少し考えてみました。 

先程に申し上げました通り、当社は昭和３１年に父が山口県の岩

国で創業し、私は二代目となります。しかし私は次男でありまして、

当初は家業を継ぐ予定は全くなく、大学も理系の工学部に進学

し、将来は技術者の仕事をしたいと考えておりました。 

また、小さな頃から父の姿を見ておりまして、私が感じていた父

の仕事のイメージは、正しく「おんどりゃあ、すどりゃあ」の世界、

自分とは真逆の世界、とてもじゃないけど、自分には逆立ちして

も無理な世界だと思っておりました。ですから「ああ、自分は次男

で良かった。あんな恐ろしそうな仕事、とてもじゃないけど自分に

は無理や。」と思っておりまして、次男である自分の立場にホッと

していたのが正直な所です。 

しかし、私の大学卒業が間近に近づき、大学院への進学が決ま

りました頃、色々と家庭内の事情に変化があり、急遽、突然、父

から私に「会社はお前が継げ」という話がありました。 

私にとりましては正しく青天の霹靂、元々、小さな頃から自分に

は絶対に向いていない仕事、自分の適性とは１８０度反対の世

界だと思っておりましたので、会社を継ぐかどうか非常に悩みま

した。 

しかしながら、父親が作り上げた会社、その会社を父親から継げ

と言われれば、それは正しく「ＹｅｓはあってもＮｏはない」との思い

から、迷い抜いた挙句、目を瞑って清水の舞台から飛び降りる覚

悟で家業を継ぐ決心をしました。 

学校を卒業してから東京で４年弱、社会人修行をしました後、２８

歳で広島に戻り、合田産業に入社を致しました。 

しかし合田産業への入社、家業を継ぐことは元々、開き直りと勢

いだけでの決断でしたので、実際に入社してから後もずっと「あ

あ、自分の生きる世界とは違うな。」という違和感や不安感を抱え

続けておりました。現在は入社をして約２０年になり、多少は麻痺

しつつあるのかもしれませんが、「自分に合った世界ではない」と

いう思いは今でも正直な所、基本的な部分では全く変わっており

幹事報告              幹 事  上河内裕司 

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱                   ニコニコ委員会 

卓話時間        『年男の弁 Part２』 
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ません。 

そして平成１３年、私が広島に戻って４年が過ぎた頃、私はまだ

まだ社内の各部署を研修中のような状況でありましたが、突然に

父がくも膜下出血で倒れ、その１０日後に急逝するという事態と

なりました。そうした状況の中、急遽、何の心の準備をする間もな

く、３２歳の時に社長職を継ぐこととなりました。 

社長に就いた当初は非常に悩みました。現場の経験も営業の経

験も圧倒的に不足し、理解もできていないのに、いきなり社長と

いう立場に祭り上げられ、社長としてそれなりに振舞い、また役

目を果たしていく事を求められる状況、ましてや社内で圧倒的な

存在感であった創業者社長が突然にポッカリと大きな穴を開け

て消失してしまい、正直、当初は、太平洋のど真ん中に一人、放

り投げられたような気持と、途方に暮れる気持ち、孤独感に押し

つぶされそうな気持ちでした。とにかく不安でいっぱいでした。 

しかし、自分が社長になりました後、自分に指示をしてくれるべき

立場の人が誰もいなくなり、途方にくれて何も出来ないような状

態であっても、会社は特に大きな問題もなく、日々、淡々と回っ

て行きました。 

最初はとても不思議な気もしました。大きな存在であった創業者

社長が急逝したというのに何故、会社に大きな変化がないの

か？一体、父の社長としての存在とは何だったのだろう？父がい

てもいなくても会社には関係なかったのか？・・・最初は狐につま

まれたような感じでした。しかし、よく考えてみれば、父は多くの

頼りになる番頭さんを残してくれていました。 

その事に気付いた時「ああ、組織とはこうあるべきなんだな」と自

分は強く実感をしました。企業にとって、いかに人材が大切であ

り、組織としての総合力が大切なものか、また同時に、社長が果

たしていくべき役割というものについても少しだけ垣間見えた様

な気がしました。 

勿論、社長の立場の人間が、現場の隅から隅までよくわかってい

るに越した事はないと思います。しかし、あえて必ずしも絶対的

な必要はないのではないか。安心して各部署を任せられるスタッ

フを育て、組織をまとめていくことこそ、社長の最も大事な仕事の

一つではないだろうかと自分に言い聞かせ、経験不足･年齢不

足である自分自身へのコンプレックスから開き直るようにしまし

た。 

私には今、中学２年、１４歳になる息子がおります。彼が将来、会

社を継ぐことになるかどうか、現時点では何も決まったことはあり

ません。しかし、誰が継ぐにせよ、私がこれからやるべきことは、

私の父が私に多くの番頭さんを残してくれたように、私も代替わり

する時には次世代のための番頭さんをたくさん残しておくこと、こ

れが私の一番大切な仕事であると思っております。 

会社の代表者は何をすべきなのか、これは生涯、勉強し続けし

なければならない事ですが、本当に幸い、広島北RCには手本と

なる多くの人生の先輩、多くの経営者の方がおられます。これか

らも一生懸命、学ばせて頂きたいと思っておりますので、今後と

も、よろしくお願い申し上げます。 

以上で「年男の弁」とさせて頂きます。ありがとうございました。 

 

 
山村 基成 会員（S４３年生まれ） 

申年の年男ということで、スピー

チを拝命いたしましたのでがん

ばってお話させていただきます。

今年で、４回目の４８歳の申年

で会員の合田さん、上田さんと

おなじ年になります。また、常

日頃より、会員の先輩方や会

員の皆様には私のクリニックを

利用していただいたり、ご紹介いただき感謝いたしております。  

早速ですが、人生経験豊富な会員の皆様の前でお話できるの

は、眼の話しかございませんので、時々質問される眼の話につ

いてこの機会にお話させていただきます。 

最近良く質問されるのに、白内障手術で挿入される多焦点眼内

レンズの話があります。 

多焦点眼内レンズとは、白内障手術で水晶体の中身をとりだし

たあとに入れるレンズのことで、遠くと近くがみえるレンズのことで

す。従来のレンズでは、遠くか近くのどちらかしか見えず、普通

は遠くに合わすことが多いですが、近くを見るときにめがねが必

要でしたが、多焦点眼内レンズに関しては、遠くと近くの二焦点

に関してはほとんどの方がめがねを必要とされません。ただ、中

間距離については近づいて見ていただくか、離れて見ていただ

くか眼鏡が必要になります。ゴルフをしたり、パソコンをしたりアク

ティブなシニアの方にはお勧めですが、このレンズが向かない方

もいらっしゃいます。どうしても、ひとつのおおよそ直径 6 ミリの光

学系のレンズを遠くと近くに分ける為、コントラストの低下がじゃっ

かん生じる為、繊細な色彩を職業にする建築家やデザイナーの

方や、歯科医、神経質な方や視神経疾患や網膜の病気の方や、

夜間よく運転する方には慎重な適応判断となってきます。値段に

ついては、大体自費診療で保険が利きませんので両眼で６５万

円から８０万前後です。私のところでは、ただいま厚生労働省の

先進医療認定施設のただいま申請中ですが、保険の先進医療

特約にご自分でご加入されているかたは、先進医療認定施設で

手術代がでますので保険屋の方とご相談してください。 

ただ、多焦点眼内レンズといっても魔法のレンズではなく、所詮

若いときの人間のレンズにはおよびません。また、遠方か近方し

かみえない単焦点眼内レンズも進化しており、見え方の質では

多焦点眼内レンズより良いレンズです。 

では、眼の中に眼内レンズとは？眼内レンズが開発されたのは

第二次世界大戦のイギリス軍の戦闘機が空中戦で、操縦席のア

クリル製の窓がわれその破片がパイロットの目に入る事例が頻発

し、それを診察されましたリドリー博士が眼に炎症製が少ないこと

に注目され 1949 年に眼内レンズを開発されました。平成 9 年頃

に、私もシアトルのアメリカ白内障学会にかばん持ちで同行した

際に、世界の眼科の偉人の紹介でいきなりリドリー博士が車椅子

で会場にご登壇され、会場中がスタンディングオベーションで拍

手に包まれている場面に遭遇できましたのは幸運でした。研修

医明けぐらいなのでよくわからず、アカデミー賞のような雰囲気に

飲まれ感激しておりました。 

当時のレンズは硬くて大きくおりまげたりできず、まだまだの完成

度でしたが、現在の主流は柔らかいアクリル製の折り曲げられる

レンズになった為、傷口が 2.5 ミリぐらいの小切開になり、現在日

本国内においても年間 90 万件も行われるようになった、全世界

でもっも大量かつ安全い行われている人工臓器手術です。  

もちろん、人の顔がみんな違うように左右でも差があるようにすべ

てがうまくいくわけではありません。じゅうとくなものから、かるいも

のまでありますがじゅうとくな合併症は非常にまれで、失明にいた

ることはほとんどおきないといっても大丈夫でしょう。 

 

 

上田 修史 会員（S４３年生まれ） 

早いもので、今年４回目にな

る年男です。 

申年生まれの性格は、人気も

ので、どこへいっても器用に

人付き合いができるタイプ。 

磨けば光る才能を持ち、頭の

回転が速く、行動力があるの

で、努力を怠らなければ大成

するそうです。 
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意外と世話好きな面もあって憎めない性格です。 

１２年後は、還暦です。それまで皆さんのように健康に気を付け

ていきたいと思います。今年も、よろしくお願いします。 

 

 
【広島陵北・広島安佐・広島北３ＲＣ合同例会】 

国歌斉唱 

ロータリーソング 「奉仕の理想」 

ホストクラブ会長挨拶 

各クラブ幹事報告 

 

皆さん今晩は。今日は広島陵北、安佐ＲＣを迎えての親・子・孫

３RC の合同夜間例会となっております。今回は北ＲＣのお世話と

言う事でホテルグランヴィアにようこそお越し下さいました。 

日頃はクラブ間であまり活発に交流と言う訳にも行っておりませ

んが、陵北 RC にはいつもガバナー杯野球大会でお手伝い頂き

改めて感謝申し上げます。又今年度は陵北の川中会長のお誘

いで３クラブの合同ゴルフコンペを実施して頂き、今年に入って

も是非２回目をと声が掛かるのを楽しみにしております。 

さて、私は今年度会長としてクラブ運営方針を「楽しみながら、実

践しよう」とさせて頂いておりますので、陵北・安佐ＲＣの活動に

興味を持って「ロータリーの友」誌を見ております（安佐 RC の記

事も確認しています） 

折角３RC が集まるのですから今日は色々な角度からそれぞれの

クラブの情報交換を各テーブルで活発に自由に話が出来たらと

思い昨年北ＲＣで実施しました３つの大きな事業について報告し

たいと思いますので興味を持って頂けましたら各委員長に詳しく

はお問い合わせ下さい。北ＲＣでは去年まず始めに前年度より

継続しております、 

1）がんの子供たちへの支援として坪内理事・浜本委員長を中心

として霞ファミリーハウスへの備品贈呈を実施しこれは杉町理

事・下川会報委員長の準備で中国新聞にも取り上げられＲＣ

活動の大きな広報になったと思います。 

2）今年で第３回目となるタイへの浄水器の設置事業ですが、坪

内理事・下前委員長のもと国際奉仕委員会で現地に赴き交流

をしております。 

3）財団プログラムの岡部理事・佐々木委員長とＥＮＤ ＰＯＬＩＯ 

ＮＯＷの真っ赤なＴシャツを着て約３０数名で広島平和国際マ

ラソンに参加し全員が無事完走し、又走れなくても多くの声援

を送ってくれた会員と共に広く広報活動が出来たのではない

かと思っております。 

4）最後に、今年に入って急遽、北ＲＣの皆さんにお願いしている

のですが、昨年起きたネパールの大地震で未だに避難生活

を送っている被災者の方たちがこの寒さに耐えきれず、命を

落とされていると言う事です。そこで現地より使い捨てカイロの

支援がほしいと言う事ですので陵北・安佐ＲＣの皆さんにも検

討（金銭的支援）頂けるとありがたいと思います。 

急な話で申し訳ありませんが、この様な事も親子孫だからこそで

きるものと思いお伝えした次第です。今日は石田理事・越智親睦

委員長を中心に合同懇親会を企画して頂きました。 

どうぞ最後までゆっくりとご歓談頂きますようにお願と報告をして

会長の時間を終わります。 

 

 

  
広島陵北ＲＣ 川中会長     広島安佐ＲＣ 長神会長 

 
 

 
 

                     

                    また来年お会いしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出席報告  出席委員会 

２０１６年１月２１日（木） 会員数 ８８名 

出席 ６８名  欠席 ２０名  来客  ０名 

１月７日例会出席率  １００％ 

前回の例会  ２０１６年１月２８日（木）  第２２５６回 

ホストクラブ会長挨拶     会 長    山下 正司 

懇親会 


